
（百万円未満切捨て）

１．平成23年11月期第２四半期の連結業績（平成22年12月１日～平成23年５月31日） 

（１）連結経営成績（累計）                          （％表示は対前年同四半期増減率） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

  

３．平成23年11月期の連結業績予想（平成22年12月１日～平成23年11月30日） 

（％表示は対前期増減率）

  

平成23年11月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成23年７月13日

上 場 会 社 名リーバイ・ストラウス ジャパン株式会社   上場取引所 大

コ ー ド 番 号  9836 ＵＲＬ http://www.levistrauss.co.jp/  

代 表 者(役職名) 代表取締役社長 (氏名) 齋藤 貴 

問 合 せ 先 責 任 者(役職名) 取締役経理財務統括部長 (氏名) 角井 満信 (TEL)03(5785)5600 

四半期報告書提出予定日 平成23年７月14日 配当支払開始予定日  －

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：無 

四半期決算説明会開催の有無 ：有（アナリスト向け） 

  売上高  営業利益  経常利益  四半期純利益  

  百万円 ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％

23年11月期第２四半期 4,952 △29.3 △885  － △816  － △1,236  －

22年11月期第２四半期 7,003  － △1,120  － △1,088  － △2,305  －

  
１株当たり 

四半期純利益 

潜 在 株 式 調 整 後

１株当たり四半期純利益

  円 銭 円 銭

23年11月期第２四半期 △42.73  －

22年11月期第２四半期 △79.66  －

  総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭

23年11月期第２四半期 7,787 4,851 62.3 167.66

22年11月期 10,626 6,087 57.3 210.39

(参考)自己資本 23年11月期第２四半期 百万円 4,851 22年11月期 百万円 6,087

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年11月期  － 0.00  － 0.00 0.00

23年11月期  － 0.00

23年11月期 

(予想) 
 － 0.00 0.00

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

  売 上 高  営業利益  経常利益  当期純利益  
１株当たり 

当期純利益 

  百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 円 銭

通 期 9,200 △30.1 △2,200  － △2,100  － △2,500  － △86.40

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：無 



４．その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。） 

  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係

る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

  

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であります。なお、この

四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しております。 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業

績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規 社－ (社名                             ) 、   除外 社－ (社名                          )

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：有 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年11月期２Ｑ 株28,952,000 22年11月期 株28,952,000

② 期末自己株式数 23年11月期２Ｑ 株16,885 22年11月期 株15,435

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年11月期２Ｑ 株28,936,053 22年11月期２Ｑ 株28,936,768
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、依然として個人消費は伸び悩み、平成23年３月11日に発生し

た東日本大震災により企業活動の一部制約やこれに伴う消費者の購買意欲の冷え込みにより一層厳しいものとなり

ました。 

 このような厳しい事業環境のなか、当社の東日本大震災による直営店の損害は限定的であったものの当社の主要

顧客である卸売店の店舗の休業や営業時間の短縮等による影響を受けたことや継続的に当事業年度の重要課題であ

る市場在庫の適正化に向けて注力した結果、売上高は、26億84百万円（前年同期比34.4％減）となりました。 

 しかしながら、販売戦略の見直しや直営店販売の比率の増加に加えて、親会社へ支払うロイヤリティの減免のた

め売上総利益率は、前年同期と比較して31.1％から45.2％と顕著に改善いたしました。 

 販売費及び一般管理費は、組織の合理化による人件費の削減効果や本社事務所移転に伴う経費削減効果等により

４億72百万円減少の14億35百万円（前年同期比24.8％減少）となりました。また、特別損失として、特別退職金が

70百万円生じました。 

 この結果、営業損益は２億21百万円の営業損失、経常損益は２億７百万円の経常損失、四半期純損失は３億１百

万円となりました。 

 当第２四半期累計期間における売上高は、前年同期比20億50百万円減少の49億52百万円（前年同期比29.3%減）

となりましたが、売上総利益率の改善、４億12百万円の販売費及び一般管理費の削減（前年同期比11.8％減）によ

り経常損失は、２億71百万円減少の８億16百万円となりました。最終損益につきましては「資産除去債務の会計基

準」適用に伴う特別損失１億84百万円、特別退職金１億61百万円を計上したため四半期純損失は12億36百万円とな

りました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 （資産） 

  当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて28億38百万円減少し77億87百万円と

なりました。これは、主に現金及び預金が17億73百万円、売掛金が４億１百万円、商品及び製品が３億46百万円減

少したことによるものです。 

（負債） 

  当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて16億１百万円減少し29億36百万円とな

りました。これは、主に買掛金が10億60百万円、未払金が５億91百万円減少したことによるものです。 

（純資産） 

  当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて12億36百万円減少し48億51百万円と

なりました。これは、四半期純損失により利益剰余金が減少したことによるものです。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ20億73百万円減少し、15億86百万円となりました。  

  当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純損失11億82

百万円に対して、売上債権４億１百万円、たな卸資産４億１百万円の減少等があったものの、仕入債務10億60百

万円の減少等により15億54百万円（前年同期比12億24百万円の増加）の資金の支出となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金への預入３億円、敷金及

び保証金の差入による支出83百万円、本店移転に伴う有形固定資産の取得による支出74百万円等により４億74百

万円（前年同期は９億15百万円の収入）の資金の支出となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、ファイナンスリース債務返済によ

る支出44百万円等により44百万円（前年同期比１百万円の増加）の資金の支出となりました。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

リーバイ・ストラウス ジャパン㈱　（9836）　平成23年11月期　第２四半期決算短信

2



（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年４月13日の第１四半期の決算発表時において、平成23年３月11日に発生した東日本大震災により合理的

な算定ができなかったことから業績予想を未定としておりましたが、現時点において入手可能な情報等に基づき、

修正することといたしました。 

 詳細につきましては、平成23年７月１日付にて開示いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照

ください。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な処理 

（イ）一般債権の貸倒見積高の算定方法  

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

（ロ）たな卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末のたな卸資産の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の実地

たな卸高を基礎として合理的な方法により算定した方法によっております。 

（ハ）繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックスプラン

ニングを利用する方法によっております。 

②特有の会計処理  

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む事業年度の税引前当期純損益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更 

（イ）資産除去債務に関する会計基準の適用  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、営業損失及び経常損失はそれぞれ17百万円増加し、税金等調整前四半期純損失は２億１百万円増加

しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は２億27百万円であります。 

（追加情報） 

 外貨建金銭債権債務は、関連会社との間で締結している「固定外国為替レート契約」に基づく決済レートにより

円貨に換算しておりましたが、第１四半期連結会計期間より当該契約を解消したため、決算日の直物為替相場によ

り円貨に換算し換算額は損益として処理しております。 

  

②表示方法の変更 

（イ）四半期連結貸借対照表  

 前第２四半期連結会計期間において、有形固定資産に含めて表示しておりました「土地」は、資産総額の100分

の10を超えたため、当２四半期連結会計期間より区分記載しております。なお、前第２四半期連結会計期間の有形

固定資産に含まれる「土地」は８億９百万円であります。 

（ロ）四半期連結損益計算書 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,886 3,660

売掛金 1,189 1,590

商品及び製品 1,988 2,334

原材料及び貯蔵品 4 59

その他 313 352

貸倒引当金 △0 △1

流動資産合計 5,381 7,996

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,166 1,130

土地 809 809

その他（純額） 171 181

有形固定資産合計 2,146 2,121

無形固定資産 16 100

投資その他の資産   

敷金及び保証金 242 407

投資その他の資産合計 242 407

固定資産合計 2,405 2,629

資産合計 7,787 10,626

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,123 2,184

未払金 258 850

リース債務 77 78

未払法人税等 64 75

返品調整引当金 316 397

資産除去債務 75 －

その他 604 611

流動負債合計 2,519 4,197

固定負債   

リース債務 78 117

退職給付引当金 173 198

役員退職慰労引当金 23 23

資産除去債務 140 －

固定負債合計 416 340

負債合計 2,936 4,538
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年11月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,213 5,213

資本剰余金 1,541 1,541

利益剰余金 △1,883 △646

自己株式 △20 △20

株主資本合計 4,851 6,087

純資産合計 4,851 6,087

負債純資産合計 7,787 10,626
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年12月１日 

 至 平成22年５月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年12月１日 

 至 平成23年５月31日) 

売上高 7,003 4,952

売上原価 3,918 2,716

その他 579 127

売上総利益 2,505 2,108

返品調整引当金繰入額 137 △81

差引売上総利益 2,368 2,190

販売費及び一般管理費 3,488 3,075

営業損失（△） △1,120 △885

営業外収益   

受取利息 2 0

為替差益 － 31

雑収入 40 36

営業外収益合計 42 68

営業外費用   

支払利息 0 0

為替差損 10 －

営業外費用合計 10 0

経常損失（△） △1,088 △816

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失   

固定資産除売却損 2 16

特別退職金 25 161

災害による損失 － 4

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 184

特別損失合計 28 366

税金等調整前四半期純損失（△） △1,116 △1,182

法人税等 1,188 54

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △1,236

少数株主損失（△） － －

四半期純損失（△） △2,305 △1,236
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年３月１日 

 至 平成22年５月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成23年３月１日 

 至 平成23年５月31日) 

売上高 4,090 2,684

売上原価 2,339 1,508

その他 334 －

売上総利益 1,415 1,175

返品調整引当金繰入額 143 △37

差引売上総利益 1,272 1,213

販売費及び一般管理費 1,907 1,435

営業損失（△） △635 △221

営業外収益   

受取利息 1 0

雑収入 21 15

営業外収益合計 22 15

営業外費用   

支払利息 0 0

為替差損 4 1

営業外費用合計 4 1

経常損失（△） △616 △207

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失   

固定資産除売却損 0 －

特別退職金 19 70

災害による損失 － 4

特別損失合計 19 75

税金等調整前四半期純損失（△） △636 △282

法人税等 1,349 19

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △301

少数株主損失（△） － －

四半期純損失（△） △1,986 △301
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年12月１日 

 至 平成22年５月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年12月１日 

 至 平成23年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △1,116 △1,182

減価償却費 150 201

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 184

退職給付引当金の増減額（△は減少） △30 △24

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 △0

返品調整引当金の増減額（△は減少） 137 △81

受取利息及び受取配当金 △2 △0

支払利息 0 0

為替差損益（△は益） 10 △31

雑収入 △40 △36

有形固定資産除売却損益（△は益） 2 9

特別退職金 25 161

無形固定資産除売却損益（△は益） － 7

売上債権の増減額（△は増加） △224 401

たな卸資産の増減額（△は増加） 26 401

未収消費税等の増減額（△は増加） 12 260

仕入債務の増減額（△は減少） 632 △1,060

未払金の増減額（△は減少） 27 △556

未払費用の増減額（△は減少） 124 7

未払消費税等の増減額（△は減少） △3 －

その他 139 △33

小計 △121 △1,374

利息及び配当金の受取額 2 0

利息の支払額 △0 △0

特別退職金の支払額 △193 △147

法人税等の支払額 △16 △32

営業活動によるキャッシュ・フロー △329 △1,554

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △83 △74

短期貸付金の増減額（△は増加） 1,017 －

敷金の差入による支出 △30 △83

敷金の回収による収入 10 33

定期預金の預入による支出 － △300

その他 － △50

投資活動によるキャッシュ・フロー 915 △474

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △0 △0

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △42 △44

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △43 △44

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 542 △2,073

現金及び現金同等物の期首残高 164 3,660

現金及び現金同等物の四半期末残高 707 1,586
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 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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